
第 18 回 JFA 北海道ガールズ・エイト(U-12)サッカー大会 
開 催 要 項 

 
1 主 旨  日本の将来を担う子どもたちのサッカーへの興味・関心を深め、サッカーの技術・理

解を向上させると同時に、サッカーを通じて心身を鍛え、リスペクトの精神を養い、クリ

エイティブでたくましい人間の育成を目指し、その研修の場として本大会を開催する。

小学生年代の活動の集大成、また中学生年代へのステップとして、小学 6 年生

（U-12 年代）の女子選手全員の目標となる大会として位置づける。 

2 名 称  第 18 回 JFA 北海道ガールズ・エイト(U-12)サッカー大会 

3 主 催  公益財団法人日本サッカー協会 

4 主 管  公益財団法人北海道サッカー協会、苫小牧地区サッカー協会 

5 協 賛  ホクト株式会社 

6 協 力  株式会社モルテン 

7 後 援  公益財団法人北海道スポーツ協会、 

公益財団法人北海道スポーツ協会北海道スポーツ少年団 

8 期 日  2020 年 10 月 3 日(土)、10 月 4 日(日) 

9 会 場  苫小牧緑ヶ丘公園サッカー・ラグビー場 

10 参 加 資 格  ⑴ 「参加チーム」は、北海道内のブロック単位とし地区協会選出の（トレセン）選抜

チームとする。 

   ⑵ 「参加選手」は、大会実施年度 JFA 第 4 種登録を完了した小学 6 年生の女

子選手とし、出場する複数チームに重複して参加することはできない。また、健

康であり、かつ保護者の同意を得ていること。 

11 参加チーム

と そ の 数 

 各地域及びブロックの参加チーム数は以下の通りとする。 

地域 参加チーム数 内訳 北海道 8 チーム 

札幌ブロック 2、道央ブロック 1、道南ブロック 2、道東ブロック 2、道北ブロック 1 

12 大 会 形 式  ⑴ ①今年度は、宿泊が伴わないような日程とするため、交流大会とし、以下の日程

で各チーム 2 試合を行う。そのため、順位などの決定は行わない。 

 10 月 3 日（土） 

   第 1 試合 道東Ａ－道北   道東Ｂ－道央 

   第 2 試合 道東Ａ－道央   道東Ｂ－道北 

 10 月 4 日（日） 

   第 1 試合 道南Ａ－札幌Ａ  道南Ｂ－札幌Ｂ 

   第 2 試合 道南Ａ－札幌Ｂ  道南Ｂ－札幌Ａ 

②8 人制前後半（20 分ハーフ）で行う。1 チームの登録選手は 8 名以上 18 名以

下を基本とする。スタッフは監督・コーチ・帯同審判各 1 名、計 3 名とする。監

督・コーチのいずれかを女性とする。帯同審判はユース審判員か女性審判員

とする。参加チーム各 1 名ずつの帯同審判を義務付ける。※ただしチーム事

情により、ベンチ入りスタッフがさらに必要な場合は上限 2 名まで認める。（最

大ベンチ入り可能スタッフは 5 名） 

③例年、大会期間中は、全チームの宿泊を原則とし、選手はレクチャーに参加

し、指導者は指導者講習会に参加することとしているが、今年度は、コロナウ

イルス感染症の感染防止のために宿泊・レクチャーは、行わない。 

13 競 技 規 則  JFA「8 人制サッカー競技規則」による。 

14 競技会規程  以下の項目については本大会の規定を定める。 

   ⑴ 競技のフィールド 

可能な限り、天然芝及び人工芝フィールドにて行う。 

サイズは以下の通りとする。 

フィールドの大きさ ： 長さ(タッチライン) 68m × 幅(ゴールライン) 50m 



ペナルティーエリア ： 12m 

ペナルティーマーク ： 8m 

ペナルティアークの半径 ： 7m 

ゴールエリア ： 4m 

センターサークルの半径 ： 7m 

   ⑵ ボール 

試合球は株式会社モルテン「ヴァンタッジオ 5000 キッズ（F4A5000・4 号球）」と

する。 

   ⑶ 競技者の数 

①競技者の数：8 名（内 1 人はゴールキーパー） 

②交代要員の数：ベンチ入りした選手は、全員交代可能とする  

   ⑷ チーム役員の数 

ベンチ入りできるチーム役員の数：2 名以上 5 名以下 

   ⑸ 審判員 

主審 1 名、補助審判 1 名による。 

   ⑹ テクニカルエリア：設置しない。 

   ⑺ 競技者の用具 

①ユニフォーム 

参加チームは、正副 2 色のユニフォームを用意すること。 但し、準備出来な

い場合の対応は主管地区サッカーFA(以下、主管 FA)が設定する。 

②選手番号 

参加選手ごとに大会登録された番号を使用する。 

   ⑻ 試合時間 

①40 分（20 分ハーフ 前後半）とする。 前後半のインターバルは、10 分間とす

る。 

②交流大会なので試合時間内に勝敗の決しない場合は、引き分けとする。 

③アディショナルタイムの表示：行わない。 

   ⑼ 競技者の出場制限 

①事故・ケガ等で出場困難になった場合を除き、参加選手全員が 1 試合の中で

必ず出場する。 

②前半戦に出場していない選手は後半戦に出場する。 

前半戦では交代して退いた選手も後半戦で再び出場することができる。 

③同一選手の出場最大時間は設定しないが、選手の体力や疲労度を考慮しな

がら出場時間について各チームで調整を行う。 

   ⑽ 交代の手続き 

①交代して退く競技者は、交代ゾーンからフィールドの外に出る。 

②交代要員は、交代ゾーンからフィールドに入り、競技者となる。 

③交代は、ボールがインプレー中、アウトオブプレー中にかかわらず、行うことが

できる。 

④交代は、主審、補助審判の承認を得る必要はない。 

⑤ゴールキーパーは、事前に主審に通知した上で、試合の停止中に入れ替わる

ことができる。 

※交代で退く競技者が負傷している場合は、主審の承認を得たうえでどこから

フィールドを離れてもよい。 

   ⑾ 負傷者の対応 

競技中、主審が認めた場合に限り 2 名以内のチーム役員がピッチ内への入場

を許可される。 

   ⑿ メンバー用紙の提出 

試合開始 40 分前までに大会本部に提出すること。 

＊選手証の提出はそのチームの 1 つ目の試合のみとする。 両チームのユニフ



ォームを決定する。 

15 懲 罰  ⑴ 大会規律委員会  

本大会は、JFA「懲罰規程」に則り、大会規律委員会を設ける。  

大会規律委員会の委員長は 4 種委員長とし、委員については委員長が決定す

る。 

   ⑵ 警告・退場  

本大会期間中に警告を 2 回受けた選手・退場を命じられた選手の処置につい

ては規律委員会において決定する。競技者が退場を命じられた場合は、その競

技者のチーム は交代要員の中から競技者を補充することができる。主審は競

技者が補充されようとしている間は、試合を停止する。 

   ⑶ JFA 諸規程および本実施要項に記載のない事例に関しては、大会規律委員会

にて決定する。 

16 大 会 申 込  参加チームは、以下の手続きを期日までに完了すること。 

   ⑴ 参加申込書は所定の用紙を E メールで申込先 A・B・C 宛に提出する。 

   ⑵ 親権者同意書は郵送で申込先 B 宛に送付すること。 

   ⑶ 申込締切日：2020 年 9 月 18 日（金）17：00 必着 

   ⑷ 参加申込書に登録し得るスタッフは 3 名（監督、コーチ、帯同審判）、選手数は 

18 名を最大とする。（ポジションを GK、DF、MF、FW と記入すること。）  

※ブロックで 2 チーム出場する場合、同じスタッフを登録することはできない。 

   ⑸ 申込先 A：所属ブロックのユースダイレクター         

B：（公財）北海道サッカー協会          

          〒062－0912 札幌市豊平区水車町 5 丁目 5－41                 

                      北海道フットボールセンター内           

          ℡ 011－825－1100  FAX 011－825－1101 

C：苫小牧地区サッカー協会 

〒053－0022 苫小牧市表町 3－1－12 第 2CK ビル４F        

苫小牧地区サッカー協会 

          ℡0144－82－9561  FAX 0144－82－9562          

E メール tomakomai-jimu@honey.ocn.ne.jp 

 

参加選手の変更は、所定の用紙（登録選手変更・追加用紙）に記入し、2020 年 9

月24日（木）17：00までに申込先 A・B・C に E メールで送付すること。これ以降

の変更は認めない 

17 参 加 料  無料 

18 選 手 証  参加申込書をもとに参加選手の大会実施年度 JFA 第 4 種登録の確認を行い、大会

時に選手証とメンバー提出用紙との照合はおこなわない。 

19 表 彰  今年度は行わない。  

20 傷 害 保 険  参加チームの責任において、選手は傷害保険に加入すること｡ 

21 応 急 処 置  大会期間中、選手に疾病・傷害が発生した場合、主管 FA は応急処置のみ行うものと

する。 

22 荒天時対応  荒天等の場合は、計画した試合スケジュールを調整し柔軟に対応する。   

23 そ の 他  ⑴ 本大会において優秀な選手は、北海道 U-12 エリートに召集する。 

   ⑵ 大会参加チームは、新型コロナウイルス感染症予防対策ガイドラインやチェック 

リストに沿って行動し、感染拡大の予防に努めること。なお、大会の途中で、関

係者から感染者が出た場合は、本大会運営委員会において協議の上対応す

る。 

 


